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概略評価（案）により抽出した治水対策案一覧表 

現行計画 河川を中心とした対策 
流域を中心
とした対策 

ダ
ム 

河
道
改
修
等※

１ 

ダ
ム
の
有
効
活
用 

遊
水
地
（
調
節
池
等) 

河
道
の
掘
削 

河
道
内
の
樹
木
の
伐
採 

引
堤 

堤
防
の
か
さ
上
げ※

２ 

水
田
等
の
保
全 

（
機
能
向
上
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分類 治水対策案 

【①河川整備計画】 現計画案 
新桂沢ダム、
三笠ぽんべつ

ダム 

河道の掘削 
堤防の整備 

等 

【②河道改修を中心と
した対策】 

河道掘削案 
河道の掘削 
堤防の整備 

等 
河道の掘削 

河道内の 
樹木の伐採 

堤防の整備 

引堤・河道掘削案 
河道の掘削 
堤防の整備 

等 
河道の掘削 

河道内の 
樹木の伐採 

引堤 堤防の整備 

【③洪水調節施設によ
り洪水流量を低減させ
る対策】 

ダム操作ルール見直し案 
河道の掘削 
堤防の整備 

等 

桂沢ダム 
操作ルールの 

見直し 
河道の掘削 

河道内の 
樹木の伐採 

堤防の整備 

新桂沢ダム１ダム案 新桂沢ダム 
河道の掘削 
堤防の整備 

等 
河道の掘削 

河道内の 
樹木の伐採 

堤防の整備 

遊水地案 
河道の掘削 
堤防の整備 

等 
遊水地 河道の掘削 

河道内の 
樹木の伐採 

堤防の整備 

【④流域を中心とした
対策】 

水田等の保全案 
河道の掘削 
堤防の整備 

等 
河道の掘削 

河道内の 
樹木の伐採 

堤防の整備 
水田等の保全 
（機能向上） 

※１ 「河道の掘削」、「堤防の整備」、「河道内の樹木の伐採」は、現在の河川整備計画の方策で、基本的に全ての治水対策案に組み合わせている。 
※２  幾春別川上流の堤防未整備区間において河川水位が堤内地盤高を超える区間については「堤防の整備」を行う。 
※３ 「水田等の保全（現況）」、「森林の保全」「洪水の予測・情報の提供等」「水害保険等」については、第3回検討の場資料3の4項に示すとおり、全ての対策案と組み合わせることと

しているため、表示していない。 
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現計画案 河道掘削案 

幾春別川総合開発事業（新桂沢ダム、三笠ぽんべつダム） 河道の掘削 

河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 
・新桂沢ダム、三笠ぽんべつダムの建設、河道改修及び河道内樹木の伐採を
行う。 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、河道掘削、河道内樹木の伐
採及び堤防整備を行う。 

引堤・河道掘削案 ダム操作ルール見直し案 

引堤（必要高水敷幅確保、下流部のみ）＋河道の掘削 桂沢ダム操作ルール見直し＋河道の掘削 

河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 
・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、下流の有堤区間において河
道掘削及び河道内樹木の伐採と合わせ堤防防護に必要な高水敷幅を確保する
ための引堤を行う。 
・周辺が主に市街地である掘込区間、中流の有堤区間及び上流の無堤区間で
は、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、桂沢ダムの洪水調節操作ル
ール見直し、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 
・[操作ルール見直し]桂沢ダムの洪水調節時の放流量を引き上げ、河川整備
計画目標規模の洪水に効果を発揮できるようにする。 
 一定量放流方式（70m3/s）→ 一定率一定量放流方式（70～200m3/s） 

各治水対策案の概要(1/2) 
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3 3 各治水対策案の概要(2/2) 
新桂沢ダム１ダム案 遊水地案 

桂沢ダムかさ上げ（新桂沢ダム）＋河道の掘削 遊水地＋河道の掘削 

河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 
・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、桂沢ダムのかさ上げ（新桂
沢ダム）、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、遊水地の建設、河道掘削、
河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 
・幾春別川の上流部は山間地であり、まとまった平地は中下流部にある。こ
のためある程度の貯留量を確保でき、市街地を避けた三笠市街地と岩見沢市
街地との間の平地部に遊水地を建設する。 

水田等の保全案 

水田等の保全（機能向上）＋河道の掘削 

河道の掘削＋河道内の樹木の伐採＋堤防の整備 
・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、水田等の保全（機能向上）
、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 

河道配分流量 
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■西川向 ●三笠 
 

 

奔別川 
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桂沢ダム 
 

※流量低減効果量 
・水田等の保全（機能向上）：約5m3/s 

幾春別川 

幾春別川 

幾春別川 

単位：m3/s 

単位：m3/s 単位：m3/s 
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【河川整備計画の概要】 

・新桂沢ダム、三笠ぽんべつダムの建設、河道改修及び河道内樹木の伐採を行う。 
 

【完成までに要する費用】 約350億円 

＜幾春別川＞ 

・約3万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約3万m3の残土処理を行う。 

・堤防整備により影響がある橋梁（1橋）及び水管橋（1橋）について改築を行う。 

・堤防整備に伴う家屋等の移転（14戸）及び用地補償（約15ha）を行う。 
 

【河川整備計画の特徴等】 

・ダム建設に伴う民有地の買収と家屋移転は完了している。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

現計画案（1/2) 

石狩川 
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ダム（新桂沢ダム） 

ダム(三笠ぽんべつダム) 

[基準地点] 
西川向 700m3/s 

【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

【新桂沢ダム】 

洪水調節(新規) 
26,600,000ｍ3 

新
桂
沢
ダ
ム 

11.9m 
かさ上げ 

ダム高 
63.6m 

新規開発分 
54,600,000ｍ3 

現ダム分 
92,700,000ｍ3 

桂 
沢 
ダ 
ム 

洪水調節容量(現ダム) 10,400,000ｍ3 

かんがい(現ダム) 
65,700,000ｍ3 

流水の正常な機能の維持(新規) 

26,990,000ｍ3 

堆砂 10,900,000ｍ3 
水道用水(現ダム) 5,700,000ｍ3 

(新規)水道用水  40,000m3 

(新規)工業用水 970,000m3 

市来知川 

三笠幌内川 

奔別川 

ダム高 
53.0m 

堆砂容量 120,000m3 

【三笠ぽんべつダム】 

三笠ぽんべつダムイメージ 

洪水調節容量 
8,500,000m3 

現計画案（2/2) 

ダム高 
53.0m 

【河道の掘削】 

河川整備計画 

河道掘削 

河道掘削 
堤防整備 

橋梁改築 

ダム 

凡  例 
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【対策案の概要】 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 
 

【完成までに要する費用】 約630億円 

＜幾春別川＞ 

・約140万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約110万m3の残土処理を行う。 

・河道の掘削及び堤防整備により影響がある橋梁（9橋）、水管橋（4橋）及び堰（2基）について改築を行う。 

・堤防整備に伴う家屋等の移転（71戸）及び用地補償（約24ha）を行う。 

＜石狩川＞ 

・約64万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約64万m3の残土処理を行う。 

(注)石狩川本川の流量増に対する増工分を計上している。 
 

【対策案の特徴等】 

・河道掘削は、河道内での対策が中心であり、河川利用や河川環境への配慮が必要となるが、沿川の土地利用への影響が比 

 較的小さい。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や事業費、数量については現時点でのものであり、今後変更があり得るものである。 

河道掘削案(1/2) 
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【河道の掘削】 

[基準地点] 
西川向 1,100m3/s 

河道掘削案(2/2) 
【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

市来知川 

三笠幌内川 

奔別川 

桂沢ダム（既設） 

石狩大橋：
11,800m3/s 

石狩川の掘削区間 

河川整備計画 

治水対策案 

河道掘削 

河道掘削 
堤防整備 

橋梁改築 

堰改築 

凡  例 
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【対策案の概要】 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、下流の有堤区間において河道掘削及び河道内樹木の伐採と合わせ堤防防護に必要な 

 高水敷幅を確保するための引堤を行う。 

・周辺が主に市街地である掘込区間、中流の有堤区間及び上流の無堤区間では、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 
 

【完成までに要する費用】 約640億円 

＜幾春別川＞ 

・約130万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約100万m3の残土処理を行う。 

・河道の掘削、堤防整備及び引堤により影響がある橋梁（11橋）、水管橋（4橋）及び堰（2基）について改築を行う。 

・堤防整備及び引堤に伴う家屋等の移転（71戸）及び用地補償（約33ha）を行う。 

＜石狩川＞ 

・約64万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約64万m3の残土処理を行う。 
(注)石狩川本川の流量増に対する増工分を計上している。 

 

【対策案の特徴等】 

・引堤にかかる地域の合意形成や新たな補償等が必要。 

・幾春別川下流部については、掘削した低水路は護岸を敷設しないため、中小出水等により高水敷が堤防近くまで洗掘された時は別途 

 低水護岸敷設が必要となる。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や事業費、数量については現時点でのものであり、今後変更があり得るものである。 

引堤・河道掘削案(1/2) 

石狩川 
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河道掘削 

【河道の掘削】 

[基準地点] 
西川向 1,100m3/s 

引堤・河道掘削案(2/2) 
【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

引堤 河道掘削 

市来知川 

三笠幌内川 

奔別川 

【引堤】 

堤防防護に必要な高水敷幅
を確保した位置まで引堤 

河道掘削 

桂沢ダム（既設） 

石狩大橋：
11,800m3/s 

石狩川の掘削区間 

河川整備計画 

治水対策案 

河道掘削 
堤防整備 

引堤 

橋梁改築 

堰改築 

凡  例 



10 10 ダム操作ルール見直し案(1/2) 
【対策案の概要】 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、桂沢ダムの洪水調節操作ルール見直し、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 

・[操作ルール見直し] 

  桂沢ダムの洪水調節時の放流量を引き上げ、河川整備計画目標規模の洪水に効果を発揮できるようにする。 

  一定量放流方式（70m3/s）→ 一定率一定量放流方式（70～200m3/s） 
 

【完成までに要する費用】 約450億円 

＜幾春別川＞ 

・約38万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約23万m3の残土処理を行う。 

・河道の掘削及び堤防整備により影響がある橋梁（7橋）及び水管橋（2橋）について改築を行う。 

・堤防整備に伴う家屋等の移転（71戸）及び用地補償（約23ha）を行う。 

・桂沢ダムの放流設備、管理設備の整備を行う。 

＜石狩川＞ 

・約23万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約23万m3の残土処理を行う。 

(注)石狩川本川の流量増に対する増工分を計上している。 

 

【対策案の特徴等】 

・河道掘削は、河道内での対策が中心であり、河川利用や河川環境への配慮が必要となるが、沿川の土地利用への影響が比較的小さい。 

・桂沢ダムの操作ルール見直しにかかる地域の合意形成が必要である。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や事業費、数量については現時点でのものであり、今後変更があり得るものである。 

石狩川 

 

 

 

11,800 

■西川向 ●三笠 

900 800      600             

 

 

■石狩大橋 

市来知川 三笠幌内川   単位：m3/s 
桂沢ダム 

奔別川 

操作ルール見直し 

幾春別川 
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【河道の掘削】 

[基準地点] 
西川向 900m3/s 

ダム（桂沢ダム 
操作ルールの見直し） 

ダム操作ルール見直し案(2/2) 

【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

市来知川 

三笠幌内川 

石狩大橋：
11,800m3/s 

石狩川の掘削区間 

奔別川 
奔別川 奔別川 

0.0

0.5

1.0
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2.0

2.5

2 4 6 8 10 12 14
流

量
(
m
3
/
s
)

流入量

放流量

変更 
一定率一定量放流方式 

洪水調節量 

放流方式変更のイメージ 

流量 
(m3/s) 

時間 
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2 4 6 8 10 12 14

流
量
(
m
3
/
s
)

流入量

放流量

現行 
一定量放流方式 

ダム流入のピーク前に容量が満杯 

流量 
(m3/s) 

時間 

洪水調節量 

(河川整備計画目標規模の洪水時） 

河川整備計画 

治水対策案 

河道掘削 

河道掘削 
堤防整備 

橋梁改築 

ダム 

凡  例 



12 12 新桂沢ダム１ダム案(1/2) 
【対策案の概要】 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、桂沢ダムのかさ上げ（新桂沢ダム）、河道掘削、河道内樹木の伐採及び 

 堤防整備を行う。 
 

【完成までに要する費用】 約400億円 
(注)新桂沢ダムに係る費用の洪水調節分については、利水容量に変更がないことを前提として、利水分を現計画と同額として算定した。 

  利水参画者との調整により変更はあり得る。 

＜幾春別川＞ 

・約13万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約10万m3の残土処理を行う。 

・河道の掘削及び堤防整備により影響がある橋梁（4橋）及び水管橋（2橋）について改築を行う。 

・堤防整備に伴う家屋等の移転（68戸）及び用地補償（約22ha）を行う。 
 

【対策案の特徴等】 

・ダム建設に伴う民有地の買収と家屋移転は完了している。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

・現計画と同様11.9mのかさ上げにより、現計画の新桂沢ダムと同じ治水・利水容量を確保する場合を想定した案である。 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や事業費、数量については現時点でのものであり、今後変更があり得るものである。 

石狩川 

 

 

 

11,700 

■西川向 ●三笠 

800 700      500             

 

 

■石狩大橋 

市来知川 三笠幌内川   単位：m3/s 
桂沢ダム 

奔別川 

かさ上げ 

幾春別川 

（新桂沢ダム） 
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【河道の掘削】 

ダム（桂沢ダムかさ上げ）
（新桂沢ダム） 

[基準地点] 
西川向 800m3/s 

新桂沢ダム１ダム案(2/2) 

市来知川 

三笠幌内川 

奔別川 

【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

【桂沢ダムかさ上げ（新桂沢ダム）】 

洪水調節(新規) 
26,600,000ｍ3 

桂
沢
ダ
ム 

か
さ
上
げ 

（
新
桂
沢
ダ
ム
） 

11.9m 
かさ上げ 

ダム高 
63.6m 

新規開発分 
54,600,000ｍ3 

現ダム分 
92,700,000ｍ3 

桂 
沢 
ダ 
ム 

洪水調節容量(現ダム) 10,400,000ｍ3 

かんがい(現ダム) 
65,700,000ｍ3 

流水の正常な機能の維持(新規) 

26,990,000ｍ3 

堆砂 10,900,000ｍ3 
水道用水(現ダム) 5,700,000ｍ3 

(新規)水道用水  40,000m3 

(新規)工業用水 970,000m3 

河川整備計画 

治水対策案 

河道掘削 

河道掘削 
堤防整備 

橋梁改築 

ダム 

凡  例 



14 14 遊水地案(1/2) 
【対策案の概要】 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、遊水地の建設、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 

・幾春別川の上流部は山間地であり、まとまった平地は中下流部にある。このためある程度の貯留量を確保でき、市街地を 

 避けた三笠市街地と岩見沢市街地との間の平地部に遊水地を建設する。 
 

【完成までに要する費用】 約600億円 

＜幾春別川＞ 

・約100万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約61万m3の残土処理を行う。 

・河道の掘削及び堤防整備により影響がある橋梁（9橋）、水管橋（3橋）及び堰（1基）について改築を行う。 

・堤防整備に伴う家屋等の移転（71戸）及び用地補償（約24ha）を行う。 

・遊水地の整備に伴う家屋等の移転（68戸）、用地補償（約13ha）及び地役権補償（約70ha）を行う。 

＜石狩川＞ 

・約64万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約64万m3の残土処理を行う。 
(注)石狩川本川の流量増に対する増工分を計上している。 

 

【対策案の特徴等】 

・遊水地建設にかかる地域の合意形成や新たな補償等が必要。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や事業費、数量については現時点でのものであり、今後変更があり得るものである。 

石狩川 

 

 

 

11,800 

■西川向 ●三笠 

1,000 1,000      900             

 

 

■石狩大橋 

市来知川 三笠幌内川   単位：m3/s 
桂沢ダム 

奔別川 

遊水地 幾春別川 
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【河道の掘削】 

[基準地点] 
西川向 1,000m3/s 

市来知川 

三笠幌内川 

奔別川 

遊水地案(2/2) 

【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

遊水地 

洪水時 平常時 

【遊水地】 

桂沢ダム（既設） 

石狩大橋：
11,800m3/s 

石狩川の掘削区間 

第２遊水地 

第１遊水地 

河川整備計画 

治水対策案 

河道掘削 

約40ha 

約50ha 

河道掘削 
堤防整備 

橋梁改築 

堰改築 

遊水地候補地 

凡  例 



16 16 水田等の保全案(1/2) 
【対策案の概要】 

・河川整備計画の河道改修を実施するとともに、水田等の保全（機能向上）、河道掘削、河道内樹木の伐採及び堤防整備を行う。 
 

【完成までに要する費用】 約640億円 

＜幾春別川＞ 

・約140万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約110万m3の残土処理を行う。 

・河道の掘削及び堤防整備により影響がある橋梁（9橋）、水管橋（4橋）及び堰（2基）について改築を行う。 

・堤防整備に伴う家屋等の移転（71戸）及び用地補償（約24ha）を行う。 

・水田の畦畔のかさ上げ等による水田での貯留機能の向上（約15.7k㎡）を図る。 

＜石狩川＞ 

・約64万m3の河道掘削を行う。 

・河道の掘削に伴い発生する約64万m3の残土処理を行う。 
(注)石狩川本川の流量増に対する増工分を計上している。 

 

【対策案の特徴等】 

・水田等の保全（機能向上）による流量低減効果は約5m3/s程度。 

・水田への貯留により農作物に被害が生じた場合の補償のあり方等、制度面での検討が必要である。 

・水田等の保全による効果を確実に見込むためには、実施主体となる関係機関、関係者の理解・協力を得た上で、施設管理 

 者との協定等が必要となる。 

・幾春別川上流部の堤防整備に伴う民有地の買収等が必要。 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や事業費、数量については現時点でのものであり、今後変更があり得るものである。 

※流量低減効果量・水田等の保全（機能向上）：約5m3/s 石狩川 

 

 

 

11,800 

■西川向 ●三笠 

1,100 1,000      900             

 

 

■石狩大橋 

市来知川 三笠幌内川   単位：m3/s 
桂沢ダム 

奔別川 

幾春別川 
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【河道の掘削】 【堤防の整備】 

計画高水位 
完成堤防 

現地盤 
平水位 

[基準地点] 
西川向 1,100m3/s 

水田等の保全案(2/2) 
【水田等の保全(機能向上)】 

市来知川 

三笠幌内川 

奔別川 

桂沢ダム（既設） 

石狩大橋：
11,800m3/s 

石狩川の掘削区間 
治水対策案 

河川整備計画 

主な水田 

河道掘削 

河道掘削 
堤防整備 

橋梁改築 

堰改築 

凡  例 


